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インドネシアにおける高齢者の組織化
東ジャワ州の事例か ら一
伊 藤
?
1は じめに
インドネシアでは高齢化が社会的問題として意識され始めている。インドネシアにおけ
る高齢化対策の制度的な側面については、すでに伊藤 【2014】でその概要を述べた。本報
告では、前稿では十分に扱えなかった点、すなわち高齢者の組織化について東ジャワを例
にとりあげる。なぜ東ジャワを例にとるかというと、同州がインドネシア諸州のなかでジ
ョグジャカルタ特別州、中ジャワ州に次いで高齢化率が高いことに加えて、他州ではまだ
あまり見られない高齢者の組織化に関する試みがなされているからである。インドネシア
の他地域における高齢者の組織化に関する情報はきわめて少ないのでにわかに断定はしが
たいが、筆者の知る限りでは、東ジャワにおける取り組みはインドネシアにおいて先進的
な意味をもつと考えられる。また、こうした取り組みについてはこれまでのところ報告が
ないのでまずは本報告において資料として提示する次第である1)。
II東 ジャワ州概況
ここではまず東ジャワ州 について、その特徴を見てお くことにしよ う。 同州はジャワ島
の東部およびマ ドゥラ島よ りな り、人 口お よそ3750万人(2010年)、9市29県か ら構成 さ
れ る。またイ ン ドネシア諸州の中で38と い う最多数の市県か らなる州でもある。州都は
イン ドネシア第2の 都市 スラバヤであ り、東イン ドネ シア地域 の物資の集散地ジュアンダ
港 を擁iする。東ジャワ州 はおお よそ三つに地域 に分類 され る。スラバヤ南西部、中央か
ら中部 ジャワ州に至る地域 には、肥沃 な土壌を基盤 とする農業地帯である。かつてクデ ィ
リ、シンゴサ リ、マジャパヒ トなど強力な諸王国が興亡を繰 り返 した地域であ り、とくに
その版図をジャワ島から東部イン ドネ シアにまで広げた仏教王国マジャパヒ トはよく知 ら
れ る。主な産業は農業であ り、スラバヤ南東部は、サ トウキビ、カカオ栽培、高原地帯で
はコー ヒー栽培 が盛んである。 スラバヤ東部に位置す るマ ドゥラ島は乾燥地域であ り、塩
田地帯 を有す るが農耕に適 さない。なお、民族的にはジャワ人が79%、マ ドゥラ人が18%
を占め、州人 口の96%がイスラーム教徒 である。
1東 ジ ャ ワ に お け る 人 の 移 動
BNP2TK1(BadanNasionalPenempatandanPerlindunganTenagaKerjaIndonesia
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=「 イン ドネ シア移民労働者送出し保護局」の略号.)によれば2013年1月 ～10月末ま
で海外で働 くTK[(移民労働者)2)の送 り出 し総数は512,168人であ り、前年度の494,609
人 よりも若干増加 している。512,168人の うち、276,998人(54.1%小数点第2位 以下四
捨五入)が女性であ り、その大部分が家事労働者 である。上位15ま での市県は下記の通 り
である。
1.東ロンボック(西 ヌサテンガラ州)2。 イン ドラマユ(西 ジャワ州)、3.チレボン(西
ジャワ州)、4.チ ラチャップ(中 ジャワ州)、5.中 ロンボ ック、6.チ アンジュール(西
ジャワ州)、7.カ ラワン(西 ジャワ州)、8.ケ ンダル(中 ジャワ州)、9.ス バ ン(西 ジ
ャワ州)、10.スカブ ミ(西 ジャワ州)、11.ポ ノゴロ(東 ジャワ州)、12.マラン(東
ジャワ州)、13.ブリタール(東 ジャワ州)、14.ブ レベス(中 ジャワ州)、15.北 ジャカ
ルタ(ジ ャカル タ特別区)で ある。順位は年 ごとに変動があるが、州別では、西ジャワ州、
中ジャワ州、東 ジャワ州、西ヌサンガラ州が毎年上位を占めている。ジャワ諸州に比 して、
東/西 ヌサテンガラ州の移民は男性の割合が高いのが特徴的である。
東ジャワ州において比較的多 くの移民 を送 り出 してい るのは、州の南部、とくにイン ド
洋に面 した地域であるといわれる。実際、上記の数字が示す ように、西ジャワ州、中ジャ
ワ州のい くつかの諸県には及 ばない ものの、ポノゴロ県、マ ラン県、ブ リタール県の3県
はいずれ も州南部に位置 している。なお、海外移民の行 く先は、女性の場合、マ レーシア、
中東諸国、シンガポール、台湾、香港である。
次表は、東 ジャワ州において多 くの移民労働者 を送 り出す上位7県(2年 間で7000人以
上)の男女別数値 と東ジャワ州の移民労働者全体の割合である。
【表1】 東ジャワ州移民労働者海外送 り出 し数2012-2013年
2012 2013
県 男性 女性 合計 % 男性 女性 合計 %
Ponorogo 1194 6088 7282 10.71 876 4275 5151 9.80
Tulungagung1518 3472 4990 7.34 809 2484 3293 6.26
Blitar 1091 6434 7525 11.07 872 4307 5179 9.85
Kediri 847 3253 4100 6.03 731 2316 3047 5.80
Malang 997 7613 8610 12.66 917 4906 5823 11.08
Banyuwangi1141 4572 5713 8.40 883 3010 3893 7.41
Madiun 825 3446 4271 6.28 706 2871 3577 6.80
JawaTimur 17184 50819 69003 100.04 14958 37613 52571 99.98
(出処:http://www.infokerja'jatim.com/index.php/baca/penempatan_tkis2014年11E6日閲 覧)
ポノゴロ県、マ ラン県、ブ リタール県の3県 が多 くの移 民労働者を送 り出してい ること
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は先に示 したイン ドネ シア上位15の 市県で も含まれ るので不思議 はない。むしろ注 目す
べきことは、上の表からわか るよ うに、いずれ の県も女性移民労働者数が男性労働者数の
ほぼ4倍 またはそれ以上の数 を示 していることである3)。数多くの女性労働者 を排出 して
いる地域では、女性住民の比率が男性住民を下回るところがある。先の3県 にっいて2012
年の統計数値をみ るならば、ポノゴロ県が1.06、マ ラン県が1.03、ブ リタール県が1.06
と男性住民が女性住民 よりも数値が高 くなっている。 しか も、ポノゴロ県の21郡 とブ リ
タール県の22郡 では、すべての郡 において女性人口が男性人 口を下回 り、またマラン県
では33郡 中32の郡で女性人 口が男性人口を下回っている。この男女性比の不均衡の要因
を女性住民の海外流出の結果のみに帰することはできないかもしれないが、海外流出が諸
要因のひ とつであることは確かである。 しかも労働力 として移動す る女性が10代 後半か
ら30代前半であること、男女の移民労働者の6割 が既婚者であること4)などを考慮す ると、
とくに女性住民の流 出が世帯形態に及ぼす影響の大き さをも容易 に推測できよう。村落部
にとどまるな らば育児、老親 ない し祖父母の介護 を担 うべき若い世代の女性が海外へ と流
出 し、そこで家事 ・介護労働 に従事する。まさに 「再生産労働 の商品化」 とい う状況の中
でイン ドネシアの高齢化は進行 していると考 えられる。
2東 ジャワ州における高齢化
イン ドネシア中央統計局 による高齢者州別統計については伊藤 【2014】でも提示 した。
2009年の高齢化率について言 えば、ジ ョグジャカルタ特別州、中ジャワ州、東ジャワ州、
バ リ州、南スラウェシ州の順であり、これ に2012年のデー タを加えると次のよ うである。
2009年と比べて2012年データでは、一様に数値が下がっているが5)、各州の順位にっい
ては大きな変動はない。
【表2】 高齢者率2009年および2012年
州 2009年高齢化率 2012年高齢化率
ジョグジャカルタ 14.02 13.04
中部ジヤワ 10.99 10.34
東 ジヤワ 10.92 10.40
バ リ 10.79 9.78
南スラウェシ 9.03 8.34
北スラウェシ 8.91 8.45
西スマ トラ 8.86 8.09
西ヌサテンガラ 8.69 7.23
ランプン 8.29 7.21
東ヌサテ ンガラ 8.01 7.44
Susenas2009及び 『イン ドネ シア保健省統計』2013より作成
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「ア ビヨソ老年学協会」(後述)が2006年にま とめた 『東 ジャワ州の高齢者』によれば、
東ジャワ州の高齢化率は、1990年に7.99%、2003年に9.95%、2005年に10.34%に達 し
お り、2005年の県別ではマゲタン県17.77%が最も高 く、つぎにパチタン県15.47%、ポ
ノロゴ県15.44%,ブリタール県14.16%、マディウン県13.10%、ンガ ウィ県12.72%、マ
ラン県12.35%の順 となっている。2005年時点での東ジャワ州では、1ヶ村6)の平均人 口は
5860人であったか ら、その1割 程度がすでに高齢者であるとい う状態に達 していた こと
になる。 こうして高齢者が増加す る一方で若年人 口が流出 してい く状況に対 して、州政府
は手をこまねいていたわけではなかった。それが、つ ぎに述べる高齢者対策を先導するこ
とになる 「アビヨソ老年学協会」 と 「カラン ・ウェルダ」設立に向けての動きである。
皿 東ジャワ州における高齢者への対応
イン ドネシアにおいて高齢者対策が始まるのは、1998年13号 「高齢者福祉法」7)の施
行以降である。スカル ノ時代、1965年第4号 「高齢者 のための生活支援法」が制定 され
ていた。 この法律の主た る対象は介護 を要す る高齢者であ り、その時期一部の州では国立
の老人ホームが設立 されたが、その法律 の対象 には高齢者一般は含まれなかった。しか も、
その後のおお きな政治変動の中で、その法律の実効的意味はほとんど失われた。イ ン ドネ
シアがあらたな展望の中で高齢者を捉え直し始 めるには、30有余年 を待たなければな らな
かったのである。
1東 ジャワ州における 「ア ビヨソ老年学協会」(YayasanGerontologiAbiyoso)の設立
東ジャワ州にお ける高齢者関連の組織 ・団体をながめた場合、まず注 目されるのが「アビ
ヨソ老年学協会」と呼ばれ る他州では見出 されない民間組織である。 「アビヨソ」 とは、ジ
ャワ人にとってはな じみ深い影絵芝居 「マハー ラバータ」の登場人物の一人にちなんだ名
称である8)。この組織の興味深い点は、中央政府が 「高齢者福祉法」を制定する1998年よ
りも早い1993年とい う時点で、高齢化 問題 について取 り組み、都市 ・村落部を問わず、
高齢者 の組織化を先導する民間の機関 として設立 された点である。設立の経緯については、
『東ジャワ州アビョソ老年学協会設立16周 年記念集』 に述べ られているのでそれに した
がって述べておこ う。
ア ビョソ老年学協会」の設立には次のような経緯がある。1992年イン ドネ シアの高齢化
し
率は7.9%を越えた。しかも大半の高齢者 は政府や民間会社から年金を受給せず保険もない、
っまりは社会的保障をもたない存在である。 こ うした状況に対す る危機感 から、東ジャワ
州では有識者が集ま り、来たるべき高齢化について意見交換 をおこなった。そ してそこで
の話 し合いの中か ら、「ア ビヨソ老年学協会」を結成することが決 められたのである。その
集 まりの中心になったのは、ムハマッ ド・ヌール(1918～2010)元東 ジャワ州知事であっ
た。彼は1918年、貴族の子弟 としてマ ドゥラ島で生まれ、戦前のオランダ教育を受けた。
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オランダ時代か ら行政職につき、イン ドネ シア独立後は出身地であるサンパン県において
知事、つづいて東 ジャワ州副知事な どを経て同州知事(1967-1976)1こなった。独立闘争には
従軍 したが、軍人出身ではなく民間出身の人物である。彼は、州知事時代には、スラバヤ
とマ ドゥラ島間に大橋 を架橋する計画 を立案 し、また小 さき民に配慮す る政策 を進めるな
ど国民的人気が高かった。州知事退任後は、フランス駐在イン ドネ シア大使 を務 め、イ ン
ドネシア観光の宣伝普及にも貢献 した9)。
1993年の 「アビヨソ老年学協会」の設置は、東ジャワ州知事からの全面的な支持を得た。
その後、同協会事務所は、1994年には3県 、95年には8市 県、1996年には26市県、2002
年 には1市 と支所数 を増や していった。そ して、2002年には州内の38市 県すべてに「ア
ビヨソ老年学協会」事務所が設置 されるまでになった。さらに、これにつづ き、郡 レベルに
おいても「ア ビヨソ老年学協会」の支部(pembantuperwakilan)が設置 され、2005年には東
ジャワ州の全654郡中529郡、す なわち80。89%の郡において「アビヨソ老年学協会」支部
が設置されるに至 った。
それでは 「アビヨソ老年学協会」は具体的にどの ような役割を果た したのだろ うか。第一
の 目的は、市県の各村落部に、「カラン ・ウェルダ」(KarangWerda「老人の広場」の
意味、以下では便宜上 「高齢者 クラブ」 と訳す)と 称 され る高齢者組織 を結成 していくこ
とであった。1996年には、 「カラン ・ウェルダ結成 の指針」(PedomanPembuntukan
KarangWerda)が東ジャワ州知事令1996年65号として発令 され る。そ して7年 間を経た
2003年10月には"PedomanPenbuntukandanPengembangKarangWerda"が作成され
る10)。「ア ビヨソ老年学協会」は、その法令に合わせて 「カラン ・ウェルダ結成のための指
針書」を編集 し、県 と郡部 にある「ア ビヨソ老年学協会」の支部に送 り、以後各村落に徐々
に 「高齢者 クラブ」が設立されていくことになる。
ただし、「高齢者 クラブ」の組織化 は、それほど順調に進行 したわけではなかった。各市
県で一様に進行 したわけではない し、た とえ 「高齢者クラブ」は設置 されてもメンバーの
補充率は次の記述があるよ うに必ず しも芳 しくなかった。
「高齢者の うちで高齢者 クラブのメンバ}に なったのは、26.55%であり、残 り73.45%
はメンバーになっていない。」(前掲書:p.106)
「高齢者 クラブ」の設置にあたっては、それ以前 に村落部で活動が始まっていた 「高齢
者のための巡回健診」(posyandulansia)のボ ランテ ィア要員(kader)に協力をもとめる場 ・
合が多かったよ うだが、村落部の住民による 「高齢者のための巡回健診」の受診率(20.13%)
は、「保健センター」(Puskesmas)11)における受診率(63.31%)と比べてそれほ ど高くな
い。「高齢者のための巡 回健診」への関心の低 さが、そのまま 「高齢者 クラブ」への参加率
の低 さに反映 されている とも考 えられるだろ う。
2003年には、村落部における 「高齢者 クラブ」の活動にインセ ンティブを与えることを
目的 とした 「高齢者 クラブ」のコンテス トが始 まり、2004年には第一回の最優秀賞 として
シ ドアル ジ ョ県の 「ユデ ィティラ高齢者 クラブ」が表彰 されている。この コンテス トは2014
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年現在まで継続 してお り、村落住民の 「高齢者 クラブ」への関心を高めるための手段 とな
っている。以後、東 ジャワ州内における 「高齢者 クラブ」の組織化率を見ると、2005年に
は8467村中4895単位(57.8%)、2008年には8497村中4965単位(58。5%)となっている。
【表3】 は、設置状況を示すものである12)。
【表3】東 ジャワ州県 ・市におけるア ビヨソ協会代表支部及び高齢者クラブの設置数
(2008年12月31日現在)
アビョソ老年学協会代表支部 高齢者クラブ
県 ・市名 郡の数 設置済 未設置 村の数 設置済 未設置
Bangkalan 18 18 0 281 281 0
Banyawangi 24 21 3 217 217 0
Blitar 22 22 0 248 248 0
Bojonegoro 27 27 0 430 430 0
Bondowoso 23 14 6 209 195 14
Gresik 18 18 0 357 356 1
Jember 31 17 14 247 78 169
Jombang 21 10 11 306 72 234
Kediri 24 1 23 344 3 341
Lamongan 27 16 11 474 474 0
Madiun 15 15 0 206 101 105
Magetan 17 15 2 235 235 0
Malang 33 33 0 389 142 247
Mojokerto 18 18 0 304 86 218
Nganjuk 20 20 0 284 284 0
Ngawi 19 19 0 217 7 210
Pacitan 12 12 0 164 164 0
Pamekasan 13 0 13 189 26 163
Pasuruan 24 24 0 365 0 365
Ponoro90 20 20 0 303 50 253
Probolinggo 24 2 22 330 0 330
Sampang 14 14 0 186 186 0
Sidoarjo 18 18 0 353 ・353 0
Situbondo 17 17 0 136 11 125
Sumenep 27 19 8 332 96 236
Trenggalek 14 13 1 157 14 143
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アビョソ老年学協会代表支部 高齢者クラブ
県 ・市名 郡の数 設置済 未設置 村の数 設置済 未設置
Tuban 20 19 1 328 8 320
Tulungagung 19 15 4 271 271 0
Batu 3 3 0 23 0 23
Blitar 3 3 0 21 21 0
Kediri 3 0 3 46 46 0
Madiun 3 3 0 27 27 0
Malang 5 5 0 57 57 0
Mojokerto 2 2 0 18 18 0
Pasuruan 3 3 0 34 34 0
ProbolinggP 3 3 0 29 29 0
Surabaya 31 31 0 163 139 24
JawaTimur 656 529 127 8484 4965 3521
(出典:DWiMZindu】伽5ヨηθθ頭o諭㎏!1わ加 βo乃oガ刀訂癩 暇 物 鵬p.199,を一部修正)
2「 ア ビヨソ老年学協会」の活動
「アビョソ老年学協会」の主たる役割は、村落部における 「高齢者 クラブ」の結成を促す
と同時に、「高齢者 クラブ」のコンテス トを主催す ることである13)。2004年に第一回の最
優秀賞を表彰されたシ ドアルジ ョ県の 「ユデ ィスティラ高齢者クラブ」(後述)は 、2005
年 にイン ドネシア社会省により、「高齢者サー ビス事業パイ ロット」に選定され、中央政府
か らも注 目されるようになる。一方、中央では2004年52号大統領令 により、「高齢者の
ための国家委員会」(通称1(omnasLansia)カミ設置 されたのに続いて、東 ジャワ州では2007
年に 「高齢者のための州委員会」(KomdaLallsia)が設置され、そのメンバーとして「ア
ビョソ老年学協会」のメンバー2名 が加わるによ うになる。従来州社会省 と連携関係にあっ
た「アビョソ老年学協会」は 「高齢者のための州委員会」の一翼を担 うことで権限をより強
化 した といえるだろう。2007年に同協会の提唱により、7月28日 が 「老人の 日」として
制定され、東 ジャワ州政府 により祝典が催 されている。
ここで、地方にある「アビョソ老年学協会」支部の活動 としてブ リタール県の例を見よ う。
メンバーは11人から構成 され、会長を務めるのは元教師であるジョコ氏(仮名)である。事
務所 は、同じく元教師のマジッ ド氏の自宅の一部 をつかっている。事務所の壁 には、つぎ
のよ うな活動 目標が掲げられている。
「健康で、人の役 に立ち、かつ質の高い老い」とあ り、その下に具体的な指針が書かれ
ている。
(1)身体:バ ランスρ とれた食事、飲み物は1日 にグラス6～8杯 で十分、十分な果物 ・
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(2)
(3)
野菜。睡眠は6～7時 間、適度の運動、年に1回 の健康診断、健康のための技術的進
歩に適応す ること、病気 になった らす ぐに薬 を飲む こと
精神:思 慮深 くあれ、かつ積極的に行動せよ、生活 と幸せを享受すること、ス トレス
を避 けること、親 しき交わ り、信仰の道 を歩 め、つねに学び読書せ よ、公的な こと、
社会的なこと、健康 に関すること、それ らに注 目し、耳を傾 けよ。
健全な環境:社 会的交際、文化、宗教、生活環境。汚い水や空気、腐 った食物を避i
けよ。
また、ブ リタール県の「アビヨソ老年学協会」支部がお こなうべき県高齢者クラブ育成活
動(kegiatanpembinaan)としてつぎの6項 目が掲げ られている。(1)組織の育成 と連帯の
強化、(2)宗教への信仰心の育成、(3)健全 な心身の育成、(4)芸術 の育成、 とくに伝統
音楽、(5)協同組合(koperasiの育成、(6)工芸の育成、 とくに篭などの編み物。
ジ ョコ氏によれば、最近 とくに力をいれているのは、「仕事 をもつ高齢者」の模範 を住民
に紹介することで、生産的かつ質の高い高齢者の手本 を示す ことだ とい う。彼 はその例 と
して、「ア ビヨソ老年学協会」支部の有力メンバーで もあるハジ・サ ミン氏の例 をあげた14)。
1V「 高齢者 クラブ」 の事例
っぎに 「高齢者 クラブ」形成について見ておこ う。まず紹介するのは、比較的長い歴史
をもつシ ドアルジ ョ県タマン郡の高齢者 クラブ 「デワタ」である。
1高 齢者クラブ 「デワタ」の事例
1996'年の州知事令 にもとづきシ ドアル ジョ県知事は同年9月 に発令 した県知事令にお
いて各郡町に対 して、それぞれの郡で 「高齢者クラブ」を結成するように命 じた。 タマン
郡では、1996年11月、ワゲ村を含む24ケ 村 について 「高齢者クラブ」の任命式が実施
され、そこには県社会部、衛生部、 「ア ビヨソ老年学協会」支部長、郡の有力者な どおよそ
200名が列席 した とい う。その当時、現在 の名称である 「デ ワタ」の名 はまだなかった。
まず、「高齢者 クラブ」の会長、副会長、書記、副書記、会計、それに健康、体操、福祉の
各部会委員の計8名 の役員が決め られた。それから 「高齢者クラブ」に対 してさまざまな
指導育成(pembinaan)が始まった。当初は、体操 と 「ポシアン ドゥ ・ランシア」(高齢者向
け巡回健診)活 動だけであった。2003年、村 と郡の頭文字をとって 「デ ワタ」(デサ ・ワ
ゲ ・タマン)と改称 した。郡や村役場からの指導育成があ り、2008年には 「高齢者クラブ」
はよ り堅固な組織 になった。村長が指導育成者 とな り、他 に顧問 もつき、部会 も芸術、宗
教、生活環境 を加 え従来の3か ら6部 会になった。毎月最終の木曜 日には、 「高齢者向け
巡回健診」 とともに健康部会が開催 された。体操部会は毎週おこなわれている。年 に一度
は リクリエーションとして遠隔の観光地を訪れる行事 も加わった。2009年にはブ リタール
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県にあるプン ・カル ノ(故 スカル ノ大統領)の 墓を参拝 した。また2011年には、県 レベ
ルの高齢者クラブコンテス トに郡 を代表 して参加 した。。。」15)
この記述か ら、高齢者 クラブが じょじょに組織 として充実 していった過程 がわかる。
1996年の州知事令に対応 して、いち早 く高齢者 クラブが村落部に設置にされたが、 「高齢
者クラブ」 とい う名称はあって も前例のない社会組織であるがゆえに何を どうした らよい
のか村落住民にはなかなか理解 しがたいものであったであろ う。そ うした状況では、従来
か ら行われていた 「巡回健診」活動に参加す ることがもっ とも手っ取 り早い活動形態であ
ったであろ うと推測 され る。今 日のよ うな活動が定着す るのは、2008年前後のことであ り、
結成か らよ うや く十数年 を経てそれまでに存在 しなかった組織が村落住民の生活の中に定
着す るようになったのである。
2ブ リタール県のポポ村の高齢者クラブ 「プラソジョ」の事例
ポポ村 は男性人 口3115人、女性人 口3075人、合計6190人の住民か らなる。その うち
60歳以上の高齢者は853人である。女性人 口に対す る男性人口の性比率は101.3であり、
また高齢化率は13.78%である。
高齢者 クラブ「プラソジ ョ」は2010年に結成 された。メンバーは56歳 以上としている。
また、50歳以上の者はボランティア要員(カ デール)と い う位置づけである。
同クラブが結成 されたきかっけは村長 と村 の有力者 との話 し合いか ら始まったとい う。
「プラソジョ」とい う名称の由来は、11の原則 から7つ の語 を選び、その語の一部を合わ
せた造語 であるとい う。その原貝1」は、質素(kesederhanaan)を重視す ることであ り、食べ
過ぎないこと、考えすぎないこと、高慢 な行動を しないこと、華美な服装を しないこと、
そ して次世代 の手本になるよ うにふ るま うことが強調 され る。
組織 としては、高齢者クラブ 「プ ラソジ ョ」の運営にあた り、13人の役職者 がいる。そ
の うち11人 は村 の年長者であり、他 の2人 は助産婦及び巡回健診のボランテ ィア要員で
ある。高齢者 クラブは高齢者全員 が参加の建前であるが、実際には積極的な者 とそ うでな
い者 とがいる。連携機 関としては、保健セ ンター、体操部、アビョソ老年学協会県支部、
県の衛生部主導のBKL(高 齢者家族指導育成)運 動な どがあ り、一方、村議会(LKMD)、
ポシアン ドゥ(巡 回健診)や 芸術 グループとは協力関係 になる。
同クラブ会長は、村落部の高齢者が抱 える問題 としてつ ぎの諸点を指摘 した。(1)村落部
の高齢者の多くは経済的 に貧 しい。(2)高齢者は一般に体力が落ちているので病気にかか
りやすい。そのため、「巡回健診」を毎月1回 開催するとともに、毎週月曜 日朝には集まっ
て体操をおこなうことに している。(3)教育 レベルが一般に低 く、大半が小学校卒業な しは
それ と同レベルである。(4)高齢者の多 くは、伝統的な農業労働者 または農民であ り、農業
機械な ど近代的な設備 を受け入れ られない状況 にある。(5)家内工業の訓練 を与えることが
必要であるにもかかわ らずその必要性が住民によって理解 されていない。(6)村落部の高齢
者 の多 くは、伝統的生産物を作 ることを専門 としてお り、新 しい作物の栽培を試み るだけ
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の資本 もない.
この(6)で指摘 され ているよ うな伝統的生産物 と して竹に よる篭細[が ある。 先に見た
「アビヨソ老年学協会」支部が注Rし ている生産的な高齢者は、個人経営の事業家であるが、
ポポ村ではむ しろ村民 どうしの共同作業を高齢 者が中心 となってお こなっている(写 真1
と2参 照)、,
、
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(写真1中 央にいるび)は元村長のハルジ ョノ氏。現在は趣味 と実益を兼ねて篭工芸をお
こない、若者にも教えている,両 脇 にいるのはブ リタール県 「ア ビョソ老年学協会」支部
のメンバー)
讐 曇 ・
」
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(写真2こ ちらも竹の皮 を利川 して筑 を作成。 高齢び)女性 が竹皮 を編み、力を要する枠
作 りは若い男性が担当 している)
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3マ ラン県ク ドゥンサラム村高齢者クラブ 「ハルジュナ ・ムクテ ィ」
ク ドゥンサラム村の人 口は男性6238人、女性5815人、合計12098人、その うち高齢
者は1498人(12.38%)である。同村の位置す る郡は10ヶ 村からな り、各の村 に1つ の高齢
者クラブがあるものの、その うちで 「活動 をしている」のは2ヶ 村の高齢者クラブだけで
あるとい う。その一つである 「ハルジュナ ■,tムクテ ィ」は、2000年に発足 したが2008年
まではまった くの有名無実の活動状態であった。2009年1Hに 復活 したが、その母体に
なったのは、先行 してあった 「巡回健診」のボランテ ィアであ り、再結成 当時はわずか23
名であったとい う。ようや く2009年の11月になってか ら活動 が活発化す るよ うになった。
2009年か ら2014年の役員は、保護者 として郡長、顧問 として村長のほか、会長2名 、書
記2名 、会計2名 、それに健康、体操、娯楽、宗教、社会福祉 、芸術の各部会2名 、 さら
に渉外担当4名 の計22名 か らなる。
毎月.1回、クラブ役員による育成指導の検討会が開かれ、計画についての指導育成、活
動の検討 、評価 とミニタ リング、行政整理などが行われ る。
高齢者クラブの設立趣意書には、冒頭に 「同クラブの目的は、社会的な諸問題か ら個人
が開放感を味わ うよ うな機会を与えること、そ して高齢者は若い人 とは一緒にやっていけ
ない とか、年寄 りはいつ も面倒を起 こす といった先入観 を解消すべ く努めることである」
と書かれてお り、さらにその 目的 としてはつぎの4点 が掲げられている。(1)住民の生活に
おける役割 として、スポーツ用具の提供、清潔で健康な生活 を目指す よ うに住民を活性化
す ること、お互いに配慮 し合 う活動 を向上 させ ること、(2)地域文化を守 るための高齢者ク
ラブの役割 として、高齢者の芸術活動を補助す ること、高齢者に伝統舞踊を練習する機会
を提供すること、芸術活動 を活性化すること、(3)社会福祉 に関わ る問題 を封 じ込めるた
めの高齢者 クラブの役割 として、親のいない孤児をチェック し、高齢者の数 をチェックす
ること、(4)社会福祉活動 としての高齢者クラブの役割 として、宗教的人物を助けること、
住民の代表者を助けること、ボランテ ィア要員 を助 けること、過去に当該の仕事を経験 し
た人物 を助 けることなどである。
以上見たよ うに高齢者クラブ 「ハルジュナ ・ムクティ」においては、高齢者を指導育成
す るとい うより、社会福祉的活動の主体 としての側面がより強調 されてお り、上記2例 と
はやや性格を異に している。
4シ ドアル ジョ県高齢者クラブ 「ユデ ィスティラ」
高齢者 クラブの最後の事例 として、「ユデ ィスティラ」の活動表 を紹介す る。同高齢者ク
ラブはスカールダガン村にある。同村の総人 口は7085人(男性3059人、女性3076人)、
世帯数 は2158世帯(2014年10Hの村役場統計)で ある。なお、村の高齢化率を示すデ
ータは入手できなかったが、シ ドアル ジョ県全体の高齢化率は7.97%(2012年)であ り、
東ジャワ州において もっとも数値が低い。「ユディステ ィラ」は過去 に県代表として表彰 さ
れたことで評価が高い。
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【表4】 シ ドアルジ ョ県 「ユディスティラ」2014年12月活動表
曜 日 ・時間 活動の種類 提供者 着用する制服(上衣)
着用する
制服(下衣)
1 12/02火07:30-10:00体操
合唱
ア ミ、 ヒ。ン
タ テ ィ 、 ラ フ
マ 、 ム ジ オ ノ
白 黒
2 12/05金7:30-9:30 体操 ・合唱 同上 白 黒
3 12/09火7:30・10:00ジヤワ歌謡
体操
ス ミラ夫人
ア ミ、ピン
ピンク ピンク
4 12/12金7:30・9:30 体操
合唱
ア ミ、 ピ ン
タ テ ィ 、 ノ ノ
ピンク ピンク
5 12/16火7:30-10:00ポシアン ドウ
体操
ジ ョコ 、 ス セ
ノ 、 ス ヤ テ ィ
ア ミ 、 ヒ。ン
青 青
6 12/19金7:30-9:30 講座
体操
保健所チーム
アミ、ピン
青 青
7 12/23火7:30-10:00体操
合唱
ア ミ 、 ピ ン
タ テ ィ 、 ラ フ
マ 、 ム ジ オ ノ
緑 白
8 12/26金7:30-9:30 ウォーキング
/自転車
合唱
ス ギ ア ル ト、
イ マ ム
タ テ ィ 、 ノ ノ
緑 白
9 12/30火7:30-10:00宗教講座(イ
スラム教/キ
リス ト教)
体操
ハ ジ ・ア ブ ド
ウル 、 ス ギ ア
ル ト
ア ミ 、 ヒ。ン
黄 黒
表4が 示す ように、活動は毎週H・ 火 ・金 の午前中に行 われる。活動には、体操、合唱、
ウォーキング、ジャワ歌謡、健康講座 、宗教講座、そして高齢者向け巡回健診な どであ り、
各活動 にはその責任者が決め られている。 さらに高齢者 クラブメンバーは曜 日ごとに色違
いのユニフォームの着用が推奨 され る。 またキリス ト教徒のメンバーは、貧 しい者に月一
度弁当を支給す る活動 もお こなっている。一方、巡回健診活動には、村役場の係員4名 と
16人の専門ボランティア(カデール)が関わっているが、すべて女性であ り、20人中17人
が 「バ ッジャ」(メッカ巡礼を果た した女性に対する称号)を有 している。 このことから、
専門ボーンティアになるのは、経済的には中間層 出身以上の女性であると推測 される。
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V「 指導育成」の対象 としての高齢者
本稿では、東ジャワ州で始まった高齢者組織化の例 を、「アビヨソ老年学協会」と 「カラ
ン ・ウェルダ」代表 と呼ばれ る高齢者 クラブに絞 って報告 した。冒頭に述べたように、こ
れ らの組織は、イン ドネシアにおいて先進的な試みであり、それ以前にはイン ドネシアに
おいて存在 しなかった制度、社会組織である。制度 としてすでに定着 した感のある東ジャ
ワの状況 を見る限 りにおいて、そこに見出される組織上の特徴 について気がついた点を指
摘 しておきたい。
まず、東ジャワにおいて、「アビヨソ老年学協会」と 「カラン ・ウェルダ」とい うふたつ
の組織がなぜ普及 したか、あるいは普及 しつつあるのかを考えてみたい。 この点で人々が
異 口同音 に指摘す るのは、その提唱者が、東ジャワにおいてカ リスマ的力 をもつ人物ムハ
マ ッド・ヌールによって提唱 されたことである。後に、ムハマッ ド・ヌールは 「伝説的人
物」 と評 されている。 また 「ア ビヨソ老年学協会」 と言えば人々の 口に上 るのは依然この
人物の名前である。しか し、「アビヨソ老年学協会」普及の理由を彼だけに帰す ることはで
きない。実際は、1996年の州知事令施行か ら2003年頃までの歩みは遅々 としている。「カ
ラン ・ウェルダ」の組織化 も同様に、その期間はいわば空 白期(高 齢者 クラブ 「デ ワタ」
の例)に 近い。それが2000年代に入ってか ら進展 したのは、地方分権化 と民主化の進行
とい う自由な流れの中で、これまでの官僚組織 にとらわれない、半ば民間的な組織(し か
もその構成員の大半は、ほとんど無給 といってもよい退職者からなる)が 受け入れ られや
すかった状況が一因 していると考え られる。ただ、そ うした新 しい組織が、それまでのイ
ン ドネシアにおいて未経験であったがゆえに、その浸透 には時間を要 したのである。
しか し、こ うした組織にも改善の余地はある。筆者が違和感 をもったのは、ブ リタール
の 「アビヨソ老年学協会」支部でみた組織 の活動 目標の中に、'bina'とい う語 が多用 されて
いることであった。'bina'とい う語は 「建設する」、「刷新す る」とい う意味が辞書には第一
義的意味 として述べ られている場合が多いが、人を対象 とする場合に 「育成」 とい う語義
が適切であろ う。先の事例の一部を再びここで とりあげれば、(1)組織の育成、連帯強化、
(2)宗教への信仰心の育成、(3)健全な心身の育成、(4)芸術の育成、とくに伝統音楽、(5)
協同組合(koperasiの育成、(6)工芸の育成、といった具合である。実はこの'bina'とい う語
の動名詞であるpembinaan'とい う語 は法令 においてもしば しば用いられる。 「カラン ・ウ
ェルダ」の組織化の発端 となった州知事令1996年65号においても、然 りである。冒頭は
次のよ うである。
Menimbang:a.bahwadenganbertambahnyausiaharapanhidupsebagai
keberhasilanpembangunandisegalabidag,jumlahparalanjutusiamakinbertambah
sehinggahperludilalukanpembinaanagarkehidupannyamakinsejahteradan
berkualitasmelaluikegiatanwadahKarangWerda;
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(判断す る:a.す べての領域における開発の成果 として平均余命が増加す るにお よ
んで高齢者 は増加 し、その結果カラン ・ウェル ダとい う団体活動を通 じて生活をより
豊かで質の高いものにするために育成することが必要である。)
東ジャワ州知事令 を読む と、カラン ・ウェルダの諸活動はまさにこの法令 にそって進行
していることがわかる。法令で述べ られているのは、カラン ・ウェル ダと高齢者 とは別の
主体であ り、前者は後者の生活 を豊かにす るために育成す る(指導する)とい うことである。
言い換 えると、本法令で規定されているカラン ・ウェルダ とは、指導育成 を通 じて高齢者
を向上 させ る組織であるとい うことである。 この点に関してつぎのよ うな疑問が浮かぶで
あろ う。 カラン ・ウェル ダの組織 とは、指導育成 を通 じて高齢者 どうしが同じ立場にたっ
て助 け合 える場であるべ きではないのか。そ うでないとカラン・ウェルダの構成員の中に、
向上させ る者 と向上 させ られ る者 とい う力関係 が生 じて しまい、結局、地域の有力者だけ
がカラン ・ウェル ダの役職を持ち回 りし、他の者はその組織の中で、力関係 を追認す るし
かない。 もしそ うであるな らば、地域の高齢者があえてメンバーになる必要性は どこにあ
るのだろ うか16)。
以上の指摘は、ひ とつの語彙 の使用頻度の高さか ら発 した疑問である。実際、高齢者の
ための委員会のメンバーの一人は`bina'とい う語 にはスハル ト時代の抑圧的な響 きがある
と語った。イ ン ドネシアにおいて 「高齢者組織」が上か らの垂直的な関係に依存す る組織
ではなく、多 くのメンバー を動員 し、相互扶助的な機能 を発揮するようになるためには、
考慮すべき点であるだろ う。
VIま とめ一 なぜ高齢者の組織化に注 目するのか
筆者は以前、高齢者のセイフティ ・ネ ッ トワークの構築 とい う観点から東アジアにおけ
る高齢者組織につ いて調査 プロジェク トを組んだことがある17)。高齢者組織 がセイ フテ
ィ ・ネ ッ トワー クと結びつ く理由は、それが仕事か ら離れ、健康の衰 えの中で次第に社会
的交流の幅を縮小させてゆかざるを得 ない高齢者 にとっては、何 らかの組織のメンバー と
なり、そこで一定の役割 を与 えられ ることが、ほかな らずセイフティ ・ネ ットワークにな
り得 るとい う考えからであった。実際、老人の孤独死 は、社会的紐帯の弱体化 と高齢者単
身者世帯の増加が進む 日本 のような現代社会では、もはや珍 しい ことではな くなって しま
った。 しか も、老人の孤独死は、今や都市部のみな らず村落部においても起きている。一
人で暮 らす病弱な高齢者が どのよ うな生活 をしているか、近隣の者で さえ関知 しない状況
にな りつつあるのである18)。高齢者の組織化はそ うした状況を打開するとは言わないまで
も、いくらかは改善 し得る可能性をもち うるとい う考えから、東アジアにおける高齢者組
織の様態を比較す ることが先の調査プ ロジェク トの目的であった。
ところで 日本では少子化 と高齢化が結びっいて進行す るが、イン ドネ シアの状況はいか
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なるものであろ うか。伊藤i【2014】で も述べたよ うに、国家主導による家族計画の実施 は
世帯規模 の縮小化を招いた ものの、少子化の速度 は緩やかである。むしろ注 目すべきなの
は、イ ン ドネシアにおいて全国規模で起 きている国内移動 と国外移動であ り、それが一部
の地域 にいわゆる過疎化 問題をもた らしているのではないか と考 えられ る。残念ながら、
「過疎化」を扱った調査研究は非常に少な く19)、「過疎化」自体は問題 として取 り組むべき
政策的課題 とはなっていない。 しか し、詳細 にイン ドネシア諸地域の人 口構成 を眺めるな
らば、男女性比の偏 りや生産年齢層の流出などの結果、偏った人 口構成を示す地域は予想
外に多い。そ して、そ うした人 口上の問題が、世帯規模の縮小化、平均余命の延長化な ど
と結びつき、高齢化 とい う状況を じょじょに露わにしつつあるのが、イ ン ドネシアの現況
であると考 えられる。
イン ドネシア政府 による高齢化への取 り組みは、国際的な動向と圧力の中で始まったか
もしれないが、具体的な高齢化問題への取 り組み方は各州 によって必ず しも一様ではない。
本報告では、高齢者組織の制度化 にもっぱ ら焦点を当てたが、次なる報告では、高齢化 と
過疎化の問題 を、 よりミクロな視点による調査か らアプローチす ることになろう。
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注
1)本 調査 を行 うに 当た って は、東 京都 高度 研 究 「東 南 ア ジア にお ける新 興感 染症 」(研究代者 楊 明首
都 大 学東京 教授)及 び科 学研 究 費 「東 南 ア ジア にお け るケア の社 会的 基盤 」(研究代表 者速 水洋 子
京 都 大学教 授)の 助 成 を得 た。 ここに記 して感謝 の意 を表す る。
2)TKIは 直訳 す る と 「イ ン ドネ シ ア労働 力」で あ るが、慣 例 に したが い 「イ ン ドネ シア移 民 労働 者」
と訳す 。
3)東 ジャ ワ州 全体 で 男性 労働者 数 が女性 労 働者 数 を上 回 るの はマ ドゥラ島 の4県 とグ レシク、 ラモ
ガ ン とい うジャ ワ島北岸 部 の 隣接す る2県 のみ で あ る。 マ ドゥラ 島は伝 統 的 に男 性移 民 を送 り出
す ところ であ り、 一方 グ レシ クに は海 外 資本 の 工業 団地 が あ る。
4)2014年1月 ～10月末 の統 計 に よれ ば東 ジャ ワか らの移 民 労働者 の婚 姻 の有 無 を見 る と、66016
人 の うち41263人が既婚 、18462人が 未婚 、6291人が離別 であ る。BNP2TKI局のData
PenempatanTKIBerdasarkanProVinsidanStatusPerkawinanperiodelJanuariS.D31
0ktober2014による。
5)こ の数 値 の減少 に つい ての理 由は不 明 であ る。
6)こ の数 値 は、 「村 」(desa)と「村 区」(kelurahan)を合 計 した数 であ る。本 報告 で は、 「村 」 と 「村
区」 を区別 せず に 「村 」 と呼ぶ ことにす る。
7)本 法律 につ い ては さしあた り伊藤 【2014:4】を参 照。
8)叙 事詩 「マ ハー ラバ ー タ」 の作 者 と も言 われ る ヴィヤー サが ジ ャ ワの影絵 芝居 で はア ビョ ソと し
て登場 す る。 王位 を降 りて か ら聖な る修 行者 とな る人物 像 を、 あるべ き高齢者 と重ね 合わ せた と
ア ビ ヨソ老 年学 協会 のS氏 は筆者 に説 明 した。
9)M.Noerにつ いて は、 コ ンパ ス紙(スラバ ヤ版)Komρas,17/04/2010参照。
10)1996年か ら2003間で7年 もの 期間 を隔 て てい る。 この期 間は 、イ ン ドネ シアに おい て 、ア ジア
通 貨危 機 、地方 各 地に お ける政 治紛争 、ス ハル ト大 統領 退 陣、 民主化 と地 方 分権化 の進行 と混 乱
とい った政 治 的 ・経 済 的 ・社 会 的 な激 動 期 とま さし く重 な ってお り、それ ゆえ に政治 的遅 滞 を も
た ら した もの と推測 され る。
11)Puskesmss(保健 セ ン ター)は、各県 の郡 部 に少 な く とも一つ は設 置 され てお り、地 域 医療 の 中心的
存 在 にな って い る。 日本の 保健 所 とは異 な り、病床 施設 を備 えてお り、一般 医 、歯 科 医、看 護 師、
助 産 師な どか ら構成 され る。 そ れ らの看 護 師、助 産 師が 村落 部 を巡 回 し、お もに 乳幼児 、妊婦 の
検 診 を行 うの が 「ポ シア ン ドゥ」 であ り、本報 告 では 「巡回健 診 」 と訳 す。 ま た 「ポ シ ア ン ドゥ ・
ラ ンシア」 は 、高齢 者 を対 象 と して 「巡 回健 診 」 をお こな うもので あ る。 乳 幼児 、妊 婦 を対象 と
した 「ポ シア ン ドゥ」 はイ ン ドネ シア各 州 で普及 してい る と考 え られ るが、 「ポシア ン ドゥ ・ラ ン
シア 」の普 及 は地方 に よ って まち まち であ る。
12)ただ し、全 部 の郡 と村落 で それ ぞれ ア ビ ヨソ協会 支部 と高齢者 クラ ブが設 置 され てい ると 「申告」
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され て も、後述 す るブ リタヲレ県 の例 の よ うに必ず しも実態 を反 映 しない場 合 もあ り うる。
13)また 高齢者 関連 の調 査報 告 、印 刷物 も編 集 して い る。
14)元教 師で あ るが現役 時代 か ら養 鶏 、鶏食 品 工場 を経 営 、教員 退職 後 は さ らに事業 を拡 大 して い る。
15)http:〃werdadewata.blogspot.jp/p/kontak-kami.htmlから引用 、要 約 した。(2014年10月26
日閲 覧)
16)この指 摘 とは逆 に 、な ん らか の上 下関係 、権 威 関係 が ない と組 織 自体 が統合 性 を もち えない場 合
もあ るか も しれ な い。 あ るい は、 高齢者 間 の貧 困 、教 育 レベ ル な どにお い て圧倒 的 な格 差が存 在
す る現 在 の状況 が そ うした 関係 に該 当す るのだ ろ うか。 こそれ につ い ての考 察 は他 の機会 に ゆず
るこ とにす る。
17)伊藤 眞編 『東 アジ アにお ける高 齢者 のセ イ フテ ィネ ッ ト構築 に関す る社 会人 類学 的研 究』、首 都大
学 東京 人文 科学 研 究科。
18)筆者 がかつ て 沖縄 県具 志頭 村で 聞 いた 、高齢 者 に よ るシルバ ー ・ボ ラ ンテ ィア活 動 の きっか けは 、
村 落部 で暮 らす 老 人の 孤独 死が きっか けで あ った とい う。
19)例外的 な もの としては 、Rijanta,R.&Prakoso,B(1999)によ る過 疎化 につ いて の地理 学分 野 か
らの研 究 があ る。
